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日本語研究者が2450年に引用する史料
Historical Documents Cited by Japanese Language Researchers in 2450

横山詔一（国立国語研究所）
2021年5月11日（火）15時30分～16時30分

この発表は東洋大学FD研修国際教育センター日本語教育講演会（2021年3月11日）と
野山科研キックオフ国際シンポジウム（2021年3月27日）の内容に基づく
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現存する日本最初の日本語学習読本
（ 429年前に誕生，室町時代の日本語発音がわかる）

◼ 天正遣欧少年使節とイエズス会宣教師がリスボンから
持ち帰ったグーテンベルク印刷機により1592年に天草
で印刷。現存する日本最古の活版印刷の本は1591年
刊行

◼ 当時の口語体文章がポルトガル語式のローマ字で書
かれている

日本の
ことばと
Historiaを習い知らんと
欲する人のために
世話にやわらげたる
平家の物語
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◼ 大英図書館所蔵の天草版平家物語，イソップ物語など
のカラー画像を国立国語研究所から公開
https://dglb01.ninjal.ac.jp/BL_amakusa/

現存する日本最初の日本語学習読本
（ 429年前に誕生，室町時代の日本語発音がわかる）

日本の
ことばと
Historiaを習い知らんと
欲する人のために
世話にやわらげたる
平家の物語

https://dglb01.ninjal.ac.jp/BL_amakusa/
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日本語史上の重要なトピックとして，これからも不動の位置を占め続けると
予想される大きな出来事

◼ 第1次アメリカ教育使節団の報告書（1946）の第2章「国語の改革」

◼ 日本語表記のローマ字化を「勧告」

◼ ちなみに，第1次アメリカ教育使節団長は Stoddard

では，いまから429年後，2450年の日本語研究者・日本語教育研究者が
眼にする史料（資料）は？
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マッカーサー日本到着時のカラー映像
https://www.youtube.com/watch?v=5_mhHXmNupw

1945年8月30日14時05分，厚木海軍飛行場に到着
これから横浜市のホテルニューグランドに向かう

歴史的背景：当時はどのような雰囲気だったのか

https://www.youtube.com/watch?v=5_mhHXmNupw
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GHQのCCD（Civil Censorship Detachment：民間検閲局）による検閲

長村玄氏提供の画像（長村氏のお母様宛の封書）
• 封書の下側に鋏が入れられ，その上から“OPENED BY U.S.ARMY EXAMINER”と印刷されたテープが
貼られている

• 1946年7月30日に投函されたものだが，検閲済印には8月1日の日付が見える

歴史的背景：当時の言語生活はどのような環境にあったのか



GHQ占領期の略年表(日本：黒字，海外：青字)
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政治・経済・社会 教育・言語政策

1945年 8月，第二次世界大戦終わる。マッカーサー来日。
GHQの日本占領開始，民主化・非軍事化を推進。

1946年 1月，天皇「人間宣言」。3月，チャーチル「鉄の
カーテン」演説，冷戦の始まり。４月，戦後初の総
選挙(婦人参政権の実現)。11月，日本国憲法公布。

3月，アメリカ教育使節団『報告書』で
ローマ字採用を勧告。11月「当用漢字表」
「現代かなづかい」内閣訓令・告示。

1947年 5月，日本国憲法施行。12月，改正民法公布(家制度
廃止)。内務省解体。

2月，文部省「ローマ字教育実施要項」公
表。3月，教育基本法，学校教育法公布。

1948年 8月，大韓民国成立。9月，朝鮮民主主義人民共和国
成立。11月，極東軍事裁判。対日占領政策の経済復
興重視への転換。

2月「当用漢字音訓表」。8〜10月，読み書
き能力調査実施。10月，文部省教科書『民
主主義上』。12月，国立国語研究所創立。

1949年 4月，NATO成立。10月，中華人民共和国成立。11
月，湯川秀樹にノーベル物理学賞。

4月「当用漢字字体表」。8月『民主主義
下』刊行。

1950年 2月，米マッカーシー旋風の始まり。6月，朝鮮戦争
勃発。７月から年末，企業のレッドパージ。

9月，第2次アメリカ教育使節団，ローマ字
教育の改善勧告。

1951年 4月，マッカーサー解任。9月，サンフランシスコ講
和条約調印。日米安全保障条約調印。

4月『日本人の読み書き能力』刊行。

1952年 4月，連合国の日本占領(事実上，米国の単独占領)
の終結。GHQの廃止。日本の主権回復。
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日本人の読み書き能力1948年調査の結論を読み直す

90点満点の人がliterateだという基準について

国立国語研究所横山詔一

2021年3月27日（土）
野山科研キックオフ国際シンポジウム

国立国語研究所（NINJAL) 統計数理研究所（ISM)
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報告書（1951）1頁の冒頭

・1948年調査の目的
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1. 問題（一）から（七）は記憶テスト

• 辞書やネット検索を利用すれば解ける

2. 問題（八）は新聞記事やチラシなど文字公共メディアの文章読解テスト

• 辞書やネット検索は歯が立たない

• 日常の生活場面で必要な読解力の一部

• 機能的識字（functional literacy）に関する設問（角知行，2005，2012）

• 入試現代文を解くのに必要な読解力は求められていない

問題全体をながめてみよう
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• 問題用紙の大きさ

ヨコ36.9センチ，タテ26.2センチ（ほぼB4判ヨコ）

• 問題用紙は6枚

• 文字は手書き，活字ではない

問題用紙の1枚目

以下の3問が印刷されていた

• 問題1 試験官の発音した語をひらがな，カタカナで書く（8問）

• 問題2 数字，漢数字の書き取り（2問）

• 問題3 試験官の発音した語を選択肢から選ぶ：表記はひらがな，カタカナ，
数字，漢数字，5択（12問）

次のスライド参照
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問題（一）試験官が発音した語をひらがな，カタカナで書く（8問）

問題（二）試験官が発音したアラビア数字，漢数字を書く（2問）

問題（三）試験官が発音した語を選択肢から選ぶ：表記はひらがな，カタカナ，漢数字，アラ
ビア数字， 5択（12問）→ここまでが問題用紙の1枚目

問題（四）試験官が発音した語を選択肢から選ぶ：表記は漢字，5択（10問）

問題（五）漢字の書き取り（15問）→問題用紙の2枚目

問題（六）意味が通じる語を選択肢から選ぶ：表記は漢字，4択（15問）→問題用紙の3枚目

問題（七）語の意味を選択肢から選ぶ：問題語の表記は漢字，選択肢はひらがな，カタカナ，
ルビ付き漢字，5択（15問）→問題用紙の4枚目

問題「（八）の一」と「（八）の二」読解問題で正答を選択肢から選ぶ：問題文と選択肢は漢
字仮名交じり，5択（9問）と4択（4問）→問題用紙の5枚目と6枚目

✓ 問題（八）だけ枝番があり，問題用紙6枚のうち2枚を占め（全体の33%），
与えられた時間も15分間（全体の25%）→ ボリューム感がある

全部で90問，選択式が65問。選択式で難度が一番高いのは問（八）
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・報告書の結論

原文

『日本でliteracyを持つと見なせる識字者は「90点満点の人」で，その割
合は4.4%であった。不注意などによる失点を考慮して割合を補正したと
しても6.2%にすぎない』
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データはIBM統計計算機で高速処理

1. 右は報告書（1951）804頁の画像

2. 採点結果のcodingが一目瞭然

3. 分析方針の痕跡がcodingに残っていることが
しばしばある

4. 点数記入の仕方は報告書416頁に説明あり

5. その説明を読んでも「どうしてそうなの？な
ぜ？」と感じる不思議な部分がある

6. 次のスライドに拡大して示す
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問題（八）について

1. 報告書（1951）の804頁の一部を拡大

2. 「（八）の一」と「（八）の二」は回答内容の分析について
特別扱いもできるようになっている

3. 点数の記入の仕方は報告書416頁に説明あり
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回答内容の分析においても問題（八）の存在感は大きい
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報告書（1951）614頁に掲出されている問題（八）の
得点分布（抜粋）

⚫ 13点満点は 28.6%

⚫ 11点と12点は 23.9%

⚫ よって11点以上は 52.5%
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・報告書の結論の表現

→ 以下のように修正した方がよいのでは

原文

『日本でliteracyを持つと見なせる識字者は「90点満点の人」で，その割
合は4.4%であった。不注意などによる失点を考慮して割合を補正したと
しても6.2%にすぎない』

修正文案

『日本で機能的literacyを持つと見なせる機能的識字者は「問八の問題で
満点の13点を取った人」で，その割合は28.6%であった。不注意などによ
る失点を考慮して「12点と11点の人」の23.9%を加えて割合を補正したと
しても52.5%にすぎない』
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報告書（1951）1頁の冒頭

・全体のまとめ
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報告書は，締めくくりとして「提案」を明示（報告書429頁）

その冒頭部を示す
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・全体のまとめ

報告書（429頁）には以下の文章が示されている

◼ 「正常な社会生活を営むのにどうしても必要な文字言語を理解する能力」は
決して高いとはいえない。literacyを持つといえる者は6.2%にすぎない

これを次のように修正することを提案する

「正常な社会生活を営むのにどうしても必要な文字言語を理解する能力」は
決して高いとはいえない。機能的literacyを持つといえる者は52.5%にすぎない
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さて，ふたたび，現存する日本最初の日本語学習読本にもどる
（誕生して429年，天下の孤本と称される）

ヨーロッパの『天草版平家物語』と新村⇒上田と矢田部⇒
佐久間と城戸⇒ 1948年調査

◼ 『広辞苑』の編者としても有名な新村出が大英博物館で
1921年9月に閲覧

◼ その報告にもとづいて上田万年が1923 年 4 月 30 日にパ
リのソルボンヌ大学で解説を録音

日本の
ことばと
Historiaを習い知らんと
欲する人のために
世話にやわらげたる
平家の物語
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ソルボンヌ大学で録音された音声の一部はフランス国立図書館が
ネットで公開している

◼ 心理学者の矢田部達郎（YG性格検査を考案）が1921 年 6 月 8 日にソルボ
ンヌ大学で東京方言話者として日本語発音を録音

◼ 上田万年の録音よりも2年ほど早い

◼ 同時期に米国からStoddardがソルボンヌ大学心理学研究所に留学してい
た

◼ 約25年後にStoddardは1946年に第1次アメリカ教育使節団長として来日
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文献と音声資料

◼ 清水康行（2016）「1923年にパリで録音された上田万年による『天草版平家物語』の解説と朗読」
『日本語の研究』

https://www.jstage.jst.go.jp/article/nihongonokenkyu/12/1/12_60/_pdf/-char/ja

◼ 音声

矢田部達郎（五十音とアクセント，桃太郎）次頁の矢田部単独論文の萌芽

https://gallica.bnf.fr/ark:/12148/bpt6k1290606/f1.media

https://gallica.bnf.fr/ark:/12148/bpt6k1290606/f2.media

上田万年（天草版平家物語）

https://gallica.bnf.fr/ark:/12148/bpt6k129082n/f1.media

https://gallica.bnf.fr/ark:/12148/bpt6k129082n/f2.media

https://www.jstage.jst.go.jp/article/nihongonokenkyu/12/1/12_60/_pdf/-char/ja
https://gallica.bnf.fr/ark:/12148/bpt6k1290606/f1.media
https://gallica.bnf.fr/ark:/12148/bpt6k1290606/f2.media
https://gallica.bnf.fr/ark:/12148/bpt6k129082n/f1.media
https://gallica.bnf.fr/ark:/12148/bpt6k129082n/f2.media
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矢田部達郎，佐久間鼎そして城戸幡太郎

◼ 矢田部達郎（1927）日本語アクセントの理論に關する一貢賦，心理学
研究

◼ 佐久間鼎・矢田部達郎（1927）アクセント論について，心理学研究

◼ 城戸幡太郎（1927）國語の文字的表現と音聲的表現，心理学研究

https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jjpsy/2/3/_contents/-char/ja

https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jjpsy/2/3/_contents/-char/ja
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1. 『心理学研究』に掲載された矢田部の単著論文の最後に付記(謝辞)があり、1922年
夏ソルボンヌ滞在中の仕事であることが書かれています

2. 一方、1921年6月8日に例のレコードのＡ面「日本語の発音」とB面「桃太郎」を録音

しているわけですから、同じ留学中に前後して音声録音・実験をしたであろうことが
想像できます

3. 二つは繋がっており、偶然ではなさそうです

佐久間鼎・矢田部達郎のアクセント研究史における位置づけについて
以下，相澤正夫氏によるコメント（2021年1月25日，横山詔一への私信）
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1. 国語研の最近の仕事の一つに、古典的名論文の英訳シリーズがあります

2. その最近の収録論文が、宮田幸一のアクセント観に関する1927年の短い論文です。原文

タイトルは「新しいアクセント観とアクセント表記法」で、バンス先生ほかによる英訳です
https://repository.ninjal.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_ma

in_item_detail&item_id=3029&item_no=1&page_id=13&block_id=21

3. 宮田はこの論文の中で、自分と同じ問題を扱った佐久間・矢田部の『心理学研究』論文
（1927）を見る機会があったが、その影響を受けて書いたものではないことをわざわざ注記
しています

4. 昭和になって間もない1927年は、日本語アクセント研究史にとって重要な年であることが
分かります

佐久間鼎・矢田部達郎のアクセント研究史における位置づけについて
以下，相澤正夫氏によるコメント（2021年1月25日，横山詔一への私信）

https://repository.ninjal.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_item_detail&item_id=3029&item_no=1&page_id=13&block_id=21
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『日本人の読み書き能力』（1951）に登場する矢田部達郎，佐久間鼎そして
城戸幡太郎の1948年7月7日と7月9日の記録（報告書1951の406頁）

1. 中央委員会から城戸幡太郎やCIE関係者が出張して面談した地方委員は，矢田部達郎，佐
久間鼎，大脇義一の3名のみ

2. 矢田部は第1次アメリカ教育使節団長Stoddardとパリ大学で面識ありか？
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佐久間鼎は東洋大学第22代学長（1960～1964），城戸幡太郎は東洋大学教授（1963のみ）に

• 佐久間は心理学者とあるが言語学や日本語学でも有名，新村出と親しかった

• 九州帝国大学時代は佐久間が教授，矢田部が助教授だった時期もある

https://www.toyo.ac.jp/about/president_vicepresidents/president/fp/

新村，佐久間，城戸，矢田部の人物布置
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1. 科学的なリテラシー調査の起点

2. 日本における世論調査や選挙予測調査の起点

3. 大学入試センター試験等の大規模学力テストの起点（肥田野直，2020，2021）

4. 日本における社会言語学の起点

5. 日本におけるコーパス言語学（語彙調査，用語用字調査）の起点

6. 国立国語研究所（1948年12月20日創立）の起点

日本語に関する調査研究の変遷を知るにはその起点を知るべし

柴田武 林知己夫 肥田野直
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• 連合国最高司令官総司令部（GHQ/SCAP）が提供し
た人材育成の場

• 前頁のすべての項目が「日本人の読み書き能力1948

年調査」を起点とする

• その方法論は諸学界でいまも発展を続けている

一つの幹から多くの枝が出ている
愛媛県新居浜市一宮神社の一番楠
根元に樹洞（じゅどう）がある
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